
第144号 

羽島商工会議所 

平成22年 ４月発行 

・
２
ペ
ー
ジ
…
　 

・
３
・
４
ペ
ー
ジ
…
　 

・
５
ペ
ー
ジ
…
　 

・
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ペ
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ジ
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入
社
員
研
修
会
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
部
会
、
改
正
労
働
基
準
法
 

　
　
新
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算
 

検
定
カ
レ
ン
ダ
ー
 

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済
、
相
談
窓
口
の
ご
案
内
、金
融
情
報
 

六
　
月
　
議
員
総
会 

八
　
月
　
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会 

九
　
月
　
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ

大
会 

　
　
　
　
健
康
診
断
事
業 

十
　
月
　
臨
時
議
員
総
会 

十
一
月
　
従
業
者
表
彰
式 

十
二
月
　
年
末
調
整
指
導 

〜
一
月 

一
　
月
　
賀
詞
交
歓
会 

　
　
　
　
経
済
講
演
会 

二
月
〜
三
月
　
決
算
指
導 

三
　
月
　
新
入
社
員
研
修
会 

　
　
　
　
議
員
総
会 

常
議
員
会
　
偶
数
月
と
三
月 

金
融
相
談
　
毎
月
二
十
日
頃 

記
帳
継
続
指
導
（
夜
間
） 

　
　
　
　
　
毎
月
一
日
間 

記
帳
相
談
（
昼
間
） 

　
　
　
　
　
毎
月
二
日
間 

ふ
じ
ま
つ
り 

　
四
月
二
十
三
日
（
金
）
〜 

　
五
月
五
日
（
祝
） 竹

鼻
別
院
境
内 

藤
と
モ
デ
ル
撮
影
会 

　
四
月
二
十
五
日
（
日
） 

午
前
十
時
〜
正
午
　 

竹
鼻
ま
つ
り 

　
五
月
三
日
（
祝
） 

　
※
雨
天
の
場
合
、
翌
日 

山
車
曳
行
「
六
輌
」 

　
　
竹
鼻
町
商
店
街
一
円
　
　

午
前
十
時
〜
　
　
　 

山
車
引
き
揃
え 

　
　
市
道
松
山
大
浦
線
　
　
　 

午
後
一
時
〜
一
時
半 

二
十
二
年
度

二
十
二
年
度 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

二
十
二
年
度 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

二
十
二
年
度 

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

　
三
月
二
十
六
日
（
金
）
、
羽

島
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
第

二
十
八
回
通
常
議
員
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

　
第
一
号
・
二
号
議
案
で
あ
る

平
成
二
十
二
年
度
の
事
業
計
画

と
収
支
予
算
は
原
案
通
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。 

　
新
年
度
の
事
業
計
画
、
一
般

会
計
や
中
小
企
業
相
談
所
会
計

予
算
は
、
本
号
三
〜
四
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
そ
の
他
、
専
務
理
事
及
び
監

事
の
欠
員
に
伴
い
、
第
三
号
議
案
・

四
号
議
案
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ

選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

専
務
理
事
　
　
堀
江
　
邦
昭 

監
　
　
事
　
　
高
橋
　
俊
幸 

（
大
垣
信
用
金
庫
羽
島
支
店
） 

通
常
議
員
総
会
を
開
催

通
常
議
員
総
会
を
開
催 

通
常
議
員
総
会
を
開
催 
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三
月
十
七
日
（
水
）
会
議
所

三
階
研
修
室
に
て
市
内
企
業
を

対
象
と
し
た
新
入
社
員
研
修
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
午
前
の
部
は
、
始
め
に
澤
芳

美
先
生
（
中
小
企
業
診
断
士
）
よ

り
、
社
会
人
と
し
て
持
つ
べ
き

心
構
え
を
学
び
ま
し
た
。
頭
の

体
操
や
ク
イ
ズ
な
ど
を
交
え
て

の
講
義
に
、
緊
張
し
て
い
た
受

講
生
も
い
つ
し
か
引
き
込
ま
れ
、

熱
心
に
聞
き
入
り
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
続
い
て
、
北
川
住
江
先
生（
県

民
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー
　
消
費

生
活
相
談
員
）
の
講
義
で
は
、

最
近
の
若
者
に
多
く
み
ら
れ
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
と
、

そ
の
対
処
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
に
は
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
誰
か
に
相
談
す
る
こ
と
、

そ
の
時
は
迷
わ
ず
県
民
生
活
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
し
て
く
だ

さ
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

　
午
後
の
部
は
実
習
形
式
で
行

わ
れ
、
羽
島
消
防
署
　
救
急
隊

員
の
方
よ
り
「
救
急
法
講
座
」
と

題
し
て
、
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
実
技
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　
次
に
、
鵜
飼
昌
子
先
生
（
接

遇
マ
ナ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講
座

の
実
習
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

社
会
人
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
と

し
て
、
挨
拶
の
仕
方
、
名
刺
交

換
の
方
法
、
お
茶
の
出
し
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。
マ
ナ
ー
の

基
本
は
、
形
で
は
な
く
ま
ず
相

手
の
事
を
思
い
や
る
心
が
一
番

大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
受

講
生
に
も
十
分
理
解
で
き
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。 

　
当
研
修
は
新
入
社
員
だ
け
で

な
く
、
社
員
教
育
と
し
て
も
大

変
役
立
つ
講
座
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
多
く
の
会
員
企
業
の
皆

様
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
入
社
員
研
修
会
開
催

新
入
社
員
研
修
会
開
催 

改正労働基準法が４月１日から施行されました。 
　長時間労働の抑制を図るため、時間外労働の割増賃金率引き上げ、年次有給休暇の時間単位での取得制度等を内容
とした改正労働基準法が本年４月１日から施行となりました。 

◇労働基準法の一部を改正する法律（平成20年法律第89号）の概要 

（１）時間外労働の削減 

　　法定割増賃金率の引き上げ　※中小企業は、当分の間、適用猶予 

　　１ヶ月60時間を超える時間外労働について、割増賃金率を50％以上に引き上げ（以前は25％以上） 

　　代替休暇制度の創設　※中小企業は、当分の間、適用猶予 

　　労使協定により改正法による法定割増賃金率の引き上げ分（注）の割増賃金の支払いに代えて、有給の休暇を付

　　与することが可能に 

　　（注）例えば、割増賃金率50％―25％＝25％（簡便化のために引き上げ前の割賃率を一律25％とした場合の例） 

　　限度時間を超える時間外労働の労使による削減　※規模に関わらず、適用されます。 

　　特別条項付きの時間外労働協定で、限度基準告示上の限度時間（注）を超える時間外労働に対する割増賃金率を

　　法定（25％以上）を超える率を定める努力義務 

　　（注）例えば、１ヶ月45時間、１年間360時間など 

（２）年次有給休暇の有効活用 

　　時間単位年休制度の創設 

　　労使協定により、１年に５日分を限度として年次有給休暇を時間単位で取得することが可能になります。 

■問い合わせ先：岐阜労働局監督課（1２４５―８１０２） 
　詳しくは厚生労働省ホームページをご覧下さい。http://www.mhlw.go.jp/topics/2008/12/tp1216-1.html 

新
入
社
員
研
修
会
開
催 

　
飲
食
・
サ
ー
ビ
ス
部
会
（
部

会
長
　
山
田
恒
夫
）
で
は
、
飲

食
店
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、

羽
島
喫
茶
組
合
、
羽
島
市
菓
子

工
業
組
合
、
羽
島
市
飲
食
店
組

合
と
協
力
し
て
「
ま
る
ご
と
一

ヶ
月
　
は
し
ま
熱
血
飲
食
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。 

　
期
間
中
は
参
加
協
力
店
が
各

自
も
し
く
は
組
合
ご
と
で
イ
ベ

ン
ト
・
フ
ェ
ア
な
ど
の
各
種
サ

ー
ビ
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
期
間
中
に
参
加
協
力

店
に
て
お
食
事
、
ご
購
入
さ
れ

た
方
の
中
か
ら
三
十
人
に
現
金

一
万
円
が
当
た
る
抽
選
応
募
券

を
お
渡
し
し
ま
す
。
（
※
お
店

に
よ
っ
て
応
募
券
を
お
渡
し
す

る
ご
利
用
金
額
の
設
定
が
異
な

り
ま
す
。
ご
利
用
店
で
の
応
募

の
み
に
限
り
ま
す
。
但
し
応
募

券
が
無
く
な
り
次
第
、
配
布
を

終
了
い
た
し
ま
す
。
） 

　
期
間
中
に
「
は
し
ま
熱
血
ま

つ
り
」
の
ノ
ボ
リ
を
街
で
見
か

け
ま
し
た
ら
、
是
非
と
も
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。 

ま
る
ご
と
一
ヶ
月

ま
る
ご
と
一
ヶ
月 

四
月
二
十
三
日
（
金
）
〜 

　
　
　
五
月
二
十
二
日
（
土
） 

ま
る
ご
と
一
ヶ
月 
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平
成
二
十
二
年
度
　
事
業
計
画

平
成
二
十
二
年
度
　
事
業
計
画 

（
一
部
抜
粋

（
一
部
抜
粋
） 

基
本
方
針
（
要
約
） 

 
 

我
が
国
の
経
済
は
、
景
気
対

策
等
の
効
果
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

悪
化
を
続
け
る
雇
用
情
勢
や
消

費
の
伸
び
悩
み
、
設
備
投
資
の

低
迷
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。 

　
羽
島
商
工
会
議
所
で
は
中
小
・

小
規
模
事
業
者
の
皆
様
方
を
支

援
す
べ
く
関
係
機
関
と
緊
密
な

連
携
を
と
り
、
「
中
小
企
業
相

談
所
」
の
指
導
体
制
の
充
実
・

機
能
強
化
を
図
る
な
ど
地
域
社

会
に
支
持
さ
れ
る
地
域
経
済
団

体
を
目
指
し
ま
す
。 

 

【
重
点
事
業
】 

１
．
地
域
経
済
振
興
等
に
係
る

建
議
、
意
見
、
提
言
、
要

望
の
実
施 

２
．
会
員
増
強
と
財
政
基
盤
拡
充 

３
．
部
会
、
委
員
会
活
動
推
進 

４
．
商
工
業
活
性
化
と
地
域
振

興
事
業
へ
の
積
極
的
な
対
応 

５
．
経
営
改
善
普
及
事
業
強
化
・

推
進 

６
．
国
際
交
流
事
業
推
進 

７
．
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
事
業
推
進

　 

【
事
業
項
目
】 

１
．
会
議
の
開
催 

　
□
議
員
総
会
　 

　
　
（
六
月
、
十
月
、
三
月
） 

　
□
常
議
員
会
　
年
七
回
以
上 

　
□
正
副
会
頭
会
　
年
十
回
以
上 

　
□
監
事
会
　
　
　
年
一
回 

　
□
部
会
　
　
　
　
随
時 

　
□
委
員
会 

　
　
①
総
務
・
財
政
委
員
会 

　
　
②
事
業
企
画
委
員
会 

　
　
③
組
織
対
策
委
員
会 

　
　
④
国
際
・
情
報
化
委
員
会 

　
　
⑤
中
小
企
業
対
策
委
員
会 

　
　
⑥
商
業
振
興
委
員
会 

　
　
⑦
工
業
振
興
委
員
会 

　
□
部
会
長
連
絡
会
議
等 

 

２
．
意
見
活
動
の
展
開 

　
地
域
総
合
経
済
振
興
を
図
る

た
め
、
部
会
、
委
員
会
で
の
調

査
研
究
等
を
行
い
、
集
約
し
た

意
見
は
関
係
機
関
に
建
議
い
た

し
ま
す
。 

　
□
羽
島
市
総
合
計
画
実
施
へ 

　
　
の
協
力 

　
□
行
政
懇
談
会
等
の
開
催 

　
□
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進 

　
□
税
制
改
正
等
意
見
、
要
望 

　
□
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施 

 

３
．
商
工
業
振
興
に
関
す
る
事
業 

　
□
部
会
活
動
の
積
極
的
推
進 

　
□
商
業
活
性
化
推
進
事
業
実
施 

　
□
地
域
産
業
振
興
事
業
の
実
施 

　
□
若
手
経
営
者
、
後
継
者
育

成
事
業
の
実
施 

　
□
産
業
の
情
報
化
、
サ
ー
ビ

ス
化
へ
の
対
応 

　
□
個
人
情
報
保
護
法
へ
の
対
応 

　
□
経
済
講
演
会
の
開
催 

　
□
観
光
産
業
の
振
興
事
業 

　
　
ぎ
ふ
清
流
国
体
の
推
進
及

び
協
力
等 

　
□
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
の
推
進 

　
□
Ｊ
Ａ
Ｎ
コ
ー
ド
の
利
用
促
進 

 

４
．
産
業
基
盤
整
備
拡
充
に
関

す
る
推
進 

　
□
東
海
環
状
自
動
車
道
西
回

り
ル
ー
ト
の
建
設
促
進 

　
□
岐
阜
・
羽
島
高
規
格
道
路

の
建
設
促
進 

　
□
中
部
国
際
空
港
効
果
の
活

用
推
進 

　
□
岐
阜
羽
島
駅
付
近
整
備
促
進 

 

５
．
地
域
振
興
事
業 

　
□
街
づ
く
り
事
業
の
推
進 

　
□
国
際
交
流
事
業
の
推
進 

　
　
外
国
人
研
修
生
受
入
事
業

の
実
施
等 

　
□
地
域
社
会
の
福
祉
・
環
境

増
進
に
資
す
る
事
業
の
推

進 

　
　
災
害
時
に
備
え
た
危
機
管

理
対
策
事
業
等 

 

６
．
労
務
対
策
事
業 

　
□
定
期
健
康
診
断
の
実
施 

　
□
労
働
力
確
保
対
策
事
業
実
施 

　
　
①
優
良
従
業
者
表
彰
・
新

　
入
社
員
研
修
会
の
実
施
・

　
無
料
職
業
紹
介
事
業
の

　
実
施
等 

　
□
労
働
保
険
、
社
会
保
険
へ

の
加
入
促
進 

　
□
中
小
企
業
大
学
校
利
用
促
進 

　
□
労
働
関
係
機
関
と
の
連
絡

調
整 

 

７
．
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
事
業 

　
□
制
度
の
普
及
促
進 

　
□
有
期
実
習
型
訓
練
実
施
企

業
へ
の
支
援 

　
□
岐
阜
県
地
域
ジ
ョ
ブ
・
カ

ー
ド
セ
ン
タ
ー
と
の
連
絡

協
調 

　 ８
．
小
規
模
企
業
対
策
事
業 

　
　
（
経
営
改
善
普
及
事
業
） 

　
□
巡
回
及
び
窓
口
相
談
指
導

の
強
化 

　
□
集
団
及
び
個
別
講
習
会
・

講
演
会
の
開
催
税
務
講
習

会
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー
・
税

理
士
に
よ
る
記
帳
継
続
指

導
等 

　
□
金
融
対
策
事
業 

　
　
小
規
模
事
業
者
経
営
改
善

資
金
等
の
制
度
融
資
の
斡

旋
等 

　
□
税
務
対
策
事
業 

　
　
青
色
申
告
制
度
普
及
促
進
等 

　
□
記
帳
指
導
の
充
実
と
記
帳

機
械
化
の
推
進 

　
□
小
規
模
企
業
共
済
、
中
小

企
業
倒
産
防
止
共
済
、
中

小
企
業
退
職
金
共
済
の
普

及
促
進 

　
□
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
類
の
作
成

及
び
配
布 

　
□
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
の

活
用
促
進 

　
□
中
小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー

事
業
の
活
用 

 

９
．
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業 

　
□
キ
ャ
リ
ア
教
育
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
事
業
協
議
会
、
推
進

委
員
会
の
開
催 

　
□
学
校
へ
社
会
人
講
師
を
派
遣 

平
成
二
十
二
年
度
　
事
業
計
画

平
成
二
十
二
年
度
　
事
業
計
画 

（
一
部
抜
粋

（
一
部
抜
粋
） 
平
成
二
十
二
年
度
　
事
業
計
画 

（
一
部
抜
粋
） 
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□
職
業
体
験
学
習
・
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
の
推
進 

　
□
ロ
ボ
ッ
ト
授
業
の
実
施 

　
□
成
果
発
表
会
の
実
施 

 

10
．
調
査
、
広
報
事
業 

　
□
地
域
経
済
動
向
調
査 

　
□
毎
月
の
会
報
発
行 

　
□
業
務
案
内
冊
子
の
作
成
配
布 

 

11
．
証
明
等 

　
□
原
産
地
証
明
等
の
貿
易
関

係
証
明
発
行 

　
□
会
員
証
明
の
発
行 

　
□
各
種
検
定
合
格
証
明
の
発
行 

 

12
．
検
定
事
業 

　
□
珠
算
、
簿
記
、
Ｐ
Ｃ
検
定

の
実
施 

　
□
各
種
検
定
試
験
の
Ｐ
Ｒ 

　
□
羽
島
珠
算
振
興
会
と
の
連
携 

　
　
①
競
技
大
会
へ
の
参
加 

　
　
②
羽
島
珠
算
振
興
会
育
成

　
強
化 

 

13
．
会
議
所
運
営
に
関
す
る
事
業 

　
□
会
議
所
機
能
の
強
化 

　
　
①
会
議
所
組
織
（
部
会
、

　
委
員
会
等
）
の
充
実 

　
　
②
会
員
増
強
運
動
の
推
進 

　
　
③
会
議
所
財
政
基
盤
の
強
化 

　
　
④
事
務
の
合
理
化
と
整
備 

　
　
⑤
会
費
預
金
口
座
振
替
の

　
推
進 

　
□
職
員
資
質
向
上
の
た
め
の

研
修
会
等
へ
の
積
極
的
参
加 

　
　
①
関
係
各
種
団
体
が
主
催

　
す
る
研
修
会
へ
の
積
極

　
的
参
加 

　 　
□
会
員
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス

事
業 

　
　
①
施
設
割
引
券
等
の
配
布 

　
　
②
会
員
に
対
す
る
各
種
情

　
報
の
提
供 

　
□
特
定
商
工
業
者
法
定
台
帳

の
作
成
整
備 

　
　
①
取
引
紹
介
、
事
業
所
紹

　
介
（
照
会
）
の
実
施 

　
□
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整 

　
　
①
国
、
県
、
市
と
の
連
絡

　
調
整 

　
　
②
日
本
商
工
会
議
所
及
び

　
各
地
商
工
会
議
所
と
の

　
連
携
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
の
利
用 

　
□
会
員
交
流
事
業
の
実
施 

　
　
①
新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催 

　
　
②
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

　
開
催 

　
　
③
会
員
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ

　
大
会
開
催 

 

14
．
各
種
共
済
制
度
の
普
及
促
進 

　
火
災
共
済
、
所
得
補
償
共
済
、

個
人
年
金
、
Ｐ
Ｌ
保
険
等
の
普

及
促
進
を
行
い
、
会
員
企
業
へ

の
寄
与
と
財
政
基
盤
の
強
化 

 

15
．
会
館
運
営
管
理
事
業 

　
□
会
議
室
、
店
舗
の
貸
出
及

び
利
用
促
進 

　
□
会
館
防
災
設
備
の
点
検
、

充
実 

　
□
会
館
備
品
等
の
拡
充 

 

16
．
新
産
業
創
出
支
援
事
業 

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
岐
阜
羽
島

の
事
業
拡
充
及
び
産
学
官
の
連

携 

会費・加入金 
43％ 

事業費 
39％ 

交付金 
51％ 

管理費 
80％ 

繰入金 
34％ 

繰入金 
32％ 

管理費 
25％ 

事業収入 3％ 

事業費 10％ 
その他 10％ 

事業収入 10％ 

交付金 
38％ 

繰越金 7％ 
その他 2％ 

平成22年度　収支予算 

予算合計額　83,450千円 

予算合計額　77,150千円 

その他 2％ 

その他 14％ 

一　般　会　計 

中小企業相談所特別会計 

収
　
入 

支
　
出 

収
　
入 

支
　
出 
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簿
　
　
　
記 

窓　口 

１級：7,500円 
２級：4,500円 
３級：2,500円 
４級：1,600円 

郵　送 

窓　口 

郵　送 

窓　口 

郵　送 

ネット  
（コンビニ 決済） 

ネット  
（クレジット決済） 

ネット  
（コンビニ 決済） 

ネット  
（クレジット決済） 

ネット  
（コンビニ 決済） 

ネット  
（クレジット決済） 

 

窓　口 
１級：2,040円 
２級：1,530円 
３級：1,330円 

窓　口 

平成22年６月13日（日） 

平成22年11月21日（日） 

平成23年２月27日（日） 

平成22年６月27日（日） 

平成22年10月24日（日） 

平成23年２月13日（日） 窓　口 
 

１～３級 

１～４級 

１～４級 

２～４級 

４／21（水）～５／12（水） 

４／21（水）～５／13（木） 

10／１（金）～10／22（金） 

10／１（金）～10／20（水） 

10／１（金）～10／21（木） 

１／11（火）～１／28（金） 

１／11（火）～１／26（水） 

１／11（火）～１／27（木） 

４／26（月）～５／14（金） 

８／30（月）～９／17（金） 

12／13（月）～１／13（木） 

４／21（水）～５／14（金） 

１／11（火）～１／21（金） 
までに必着 

10／１（金）～10／15（金） 
までに必着 

４／21（水）～５／７（金） 
までに必着 

珠
算（
日
商
） 

施　　行　　日 施行級 申　込　受　付　期　間 受　験　料 

◎珠算（日本珠算連盟）の検定については、商工会議所までお問合せください。 
◎施行日、実施する級、申込み受付期間等に注意してお申込みください。 

　窓 口 申 込 

窓口申込受付期間は、平日午前８時30分から午後５時まで。 

　郵 送 申 込 

郵送による申込（簿記のみ）は、郵送申込受付期間内に申込書、受験料とも必着。 
（受験料は、現金書留またはゆうちょ銀行へ） 

　ネット申込 

ネットによる申込（簿記のみ）は、羽島商工会議所ホームページ（http://www.hashima-cci .or . jp）のインターネット
申込画面より申込。インターネット申込手数料（単願、併願とも630円）が別途必要です。申込み画面の記載事項
を必ずお読みいただき、ご承諾の上でお申込ください。 
※ネット申込による１級受験者は、顔写真（横3.5cm×4.5cm）を、試験日の２週間前までに羽島商工会議所
検定係までお送りください。到着しない場合、受験することができませんのでご注意ください。 

※１級は実施しません 
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製造業・建設業・運送業その他 ３億円以下 300人以下 
100人以下 

50人以下 

100人以下 

900人以下 

300人以下 
200人以下 

１億円以下 

５千万円以下 

５千万円以下 

３億円以下 

３億円以下 

５千万円以下 

卸売業 
小売業 

サービス業 

業　　種 資本金等の額 従業員数 

旅館業 

ゴム製品製造業 
（自動車または航空機用タイヤおよびチューブ製造業 
  ならびに工業用ベルト製造業を除く） 

ソフトウエア業または情報処理サービス業 

無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 無料相談窓口のご案内 
種別 

※金融、労働・年金、経営・技術のご相談は、お電話にて 
　ご予約ください。 

金融 
要予約 

経営技術 
要予約 

相　談　日　等 

※小口融資のお問い合わせは、 
　羽島市商工観光課（1392-1111）まで 

お問い合わせ 
中小企業相談所　　392－9664

【日本政策金融公庫】  
　　　　マル経資金…………1.85％ 
　 　 　 普 通 貸 付…………2.15％ 
【羽島市融資制度】  
　 　　 小口融資…………0.75％ 

事業資金の融資相談、融資制度
のご説明をいたします。 
【日　時】４月21日(水） 
　　　　10：00～12：00 
【場　所】本所２Ｆ婦人部研修室 
【相談員】日本政策金融公庫 
 
モノづくりセンターの移動相談窓口。
経営、専門技術支援のご相談に。 
今年度より特別に相談日を設け
ておりませんので、一度ご連絡
ください。 
【相談員】モノづくりセンター

他
人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！ 

取
引
先
の
予
期
せ
ぬ
倒
産
！  

 

　
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
は

国
が
法
律
に
基
づ
い
て
実
施
し

て
い
る
共
済
制
度
で
す
。 

制
度
の
特
色 

◇
取
引
先
が
倒
産
し
た
場
合
、

積
み
立
て
た
掛
金
総
額
の
十
倍

の
範
囲
内
（
最
高
三
、
二
〇
〇

万
円
）
で
回
収
困
難
な
売
掛
金

債
権
等
の
額
以
内
の
共
済
金
の

「
貸
付
け
」
が
受
け
ら
れ
ま
す
。 

◇
貸
付
け
を
受
け
る
際
に
は
、

倒
産
し
た
取
引
先
と
の
商
取
引

の
内
容
・
方
法
が
分
か
る
書
類

が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

◇
共
済
金
の
貸
付
け
は
無
担
保
・

無
保
証
人
で
す
。
（
但
し
、
ご

加
入
後
六
ヶ
月
後
か
ら
と
な
り

ま
す
。
）
共
済
金
の
貸
付
け
は

無
利
子
で
す
。
た
だ
し
、
共
済

金
の
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す

と
、
貸
付
額
の
十
分
の
一
に
相

当
す
る
額
が
積
み
立
て
た
掛
金

総
額
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。   

◇
掛
金
は
税
法
上
、
必
要
経
費

（
個
人
事
業
）
ま
た
は
損
金
（
法

人
）
に
算
入
で
き
ま
す
。 

　
毎
月
の
掛
金
は
五
千
円
〜
八

万
円
ま
で
の
五
千
円
単
位
で
自

由
に
選
択
可
能
で
す
。 

掛
金
は
総
額
三
二
〇
万
円
に
な

る
ま
で
積
立
て
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。 

◇
一
時
貸
付
金
制
度
も
ご
利
用

で
き
ま
す
。 

◇
加
入
資
格
は
１
年
以
上
継
続

し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
左
記

の
中
小
企
業
者
で
す
。 

◇
貸
付
期
間
は
五
年
間
（
措
置

期
間
六
ヶ
月
含
む
）
の
毎
月
均

等
償
還
で
す 

本
制
度
の
お
問
合
わ
せ
先 

羽
島
商
工
会
議
所 

　
1
（
三
九
二
）
九
六
六
四 

■個人の事業主または会社で下表の「資本金等の額」または 
　「従業員数」のいずれかに該当する方 

■企業組合、協業組合 
■事業協同組合、商工組合等で、共同生産、共同販売等の共同事業を行っている組合 

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済

経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済

企
業
倒
産
防
止
共
済
）ご
案
ご
案
内 
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
）ご
案
内 
経
営
セ
ー
フ
テ
ィ
共
済（
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
）ご
案
内 

制 資 融 経 ル マ 度 の ご 案 内 
（小規模事業者経営改善資金融資制度） 

マル経融資制度は、経営改善を図ろうとする小規模事業者の方々をバックアップするため、 
無保証・無保証人・低利で融資する制度です。 
現在、設備資金につきましては、特例制度により当初の２年間の貸付利率が0.5％低減されております。 

マル経融資制度の特徴 マル経融資制度を受けるには 

融資限度額は？ 

・1500万円 

担保・保証人は？ 

① 商工会議所へお申し込み 

② 商工会議所が審査会を実施 

③ 商工会議所が推薦 

④ 日本政策金融公庫が審査、融資 

・不要です 

返済期間は？ 

商工会議所 
（審査会を実施） 

日本政策金融公庫 

小 規 模 事 業 者 

・運転資金７年以内（据置期間１年以内） 

・設備資金10年以内（据置期間２年以内） 

申
し
込
み 

経
営
指
導 

審
査
・
融
資 

【申込の際には】 
・商工会議所の経営指導員による経営指導
　を原則６カ月以上受けていること 
・最近１年以上事業を行ってること 
　などの要件を満たしていることが必要です。 
※審査の結果、お客さまのご希望に添え
　ないことがあります。 

マル経融資制度の特徴 マル経融資制度を受けるには 

・お申し込み・お問い合せは、羽島商工会議所（1０５８―３９２―９６６４） 

推薦 




